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研究成果の概要（和文）：社会的正義とは公平な富と資源配分への追求であるが、文化多元主義

においてはその配分における公平の是非が、文化、民族、言語そして他のグループ間における

差異への配慮により大きく変化する。私達の研究はセオリーよりも現実の世界に焦点を当て、

調査結果も初期から最終段階において実際に発生したグローバリゼーションの活発化とテロリ

ズムに対する政治的価値の増大により大きく変化を遂げた。また昨今において文化多元主義は

安全保障問題に、また社会的正義はグローバリゼーションへの追及により大きく影響を受けて

いる。この様に社会的正義と文化多元主義は個々に存在せず、社会的、政治上の国際的正義に

常時影響を受け、切り離せない存在となっている。  

 

 研究成果の概要（英文）：Social justice is the question of the fair distribution of wealth 

and resources, multiculturalism the claim that this distribution cannot be fair if it 

fails to consider cultural, ethnic, linguistic and other group differences. Our research 

was mainly reality driven rather than theoretically determined and our results reflect 

changes in reality between its beginning and end. These changes proceeded from the 

quickening of globalization and growing political importance of terrorism. In consequence 

of which discourses on multiculturalism have often been replaced by issues of national 

security which are then invoked to reject claims based on group differences. 

Simultaneously discourses on social justice have been profoundly reorganized in response 

to globalization. We assist to the universal growth of inequality while claims of social 

justice are rejected in the name of a more difficult international environment. Our main 

result is that questions of social justice and multiculturalism can no longer be addressed 

within each society individually and are now inseparable from issues of social and 

political international justice.  
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１．研究開始当初の背景 

この調査の目的は多文化主義と社会的正義

の関係性について探ることである。二つのト

ピックスは密接に関連し合っており、社会内

で剥奪されている個人や集団の権利主張や

権原などの事象をとらえる異なるアプロー

チを示すものといえる。多文化主義と社会的

正義との関係をめぐる新たな視点を打ち出

すために、本研究は、集団的権利と個人的権

利の問題を検討した。その結果、特にグロー

バリゼーションや移民問題について考えた

とき、個々の社会に個別に焦点を当てるので

はなく、多文化主義と社会的正義という 2つ

の問題が交錯する領域に焦点を当てる方が、

生産的であることに気づいた。 

 

 

２．研究の目的 

この研究の目的は、理論の行き詰まりとなる

と以前より考えられていた集団権利と個人

権利との間の対立から逃れることにあった。

例えば、個人の権利対集団の権利といった言

語上の相違の背後にあるものをつかむこと

によって、多文化主義と社会的正義の真の争

点をつかむことができることがわかった。本

研究は、また、文化多元主義と社会的正義に

おける理論的問題が、現実に社会政策にどの

ように関係しているかを探った。理論的問題

が政策にどれ程影響を受け、また逆に理論的

問題が政策にどれだけ影響を及ぼすのかを

理解することを目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

私達の調査内容から考えられる研究方法は 2

つあった。１つはフィールドリサーチによる

ものであり、他の１つは学者や卒業生を含む

調査メンバーにより定期的にクローズドな

セミナーを開き、研究を進めることであった。

またセミナーに加え、毎年定期的に多文化主

義と社会的正義を論題にした国際カンファ

レンスを開いた。そのうち 2つの学会は院生

を主役とするコンファレンスを開き、日本だ

けでなく他国にも呼び掛けを行い、厳正な審

査のうえ、報告を希望する多くの院生や若手

研究者を招き入れた。また 2010 年に開いた

コンファレンスでは、ヨーロッパ、北アメリ

カ、インドとアフリカから、それぞれの論題

に関して、自らの文化的経験をもとに理論を

形成してきたスペシャリストを招き入れ、と

ても重要かつ意義のある議論を創出した。 

４．研究成果 

社会的正義そして多文化主義の問題は、例え

ば、移民問題が及ぼす影響の様に、個々の社

会においてそれぞれ独立に考察するのでは

なく、国際的相互関係や経済的なグローバリ

ゼーションなどを含めた、より広い視野から

見つめる必要がある。私たちの研究結果もそ

の事実に大きな影響を受けた。従来の理解と

は異なり、政治的相互関係の変化を各々の国

家において、また、個々の国家間関係におい

て個別に理解することは出来ないことは明

らかである。1 つの社会の政治状況に固有の

問題であるかのように見えるものが、実のと

ころ、それとは、まったく無関係な事柄と深

く関連しているからである。例えば、フラン

スでブルカ (イスラム教の女性が身に付け

ている、顔を含めた全身を覆う服装) の着用

禁止が決定された背後には、ベルギーや他の

ヨーロッパ諸国と同様に、イスラム教のコミ

ュニティグループと多数派のヨーロッパ人

の間の対立にとどまらない国際的な問題と

深く関連する緊張と恐れがあったことが指

摘される。 
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